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審議根拠 報告根拠文 審議根拠 報告根拠文

再評価 ・岩木川直轄河川改修事業
『国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領』　第６の６項
H23.4.1改定

   河川事業、ダム事業については、
河川整備計画策定後、計画内容の
点検のために学識経験者等から構
成される委員会等が設置されている
場合は、事業評価監視委員会に代
えて当該委員会で審議を行うものと
する。

『河川及びダム事業の再評価
実施要領細目』　第６
H22.4.1改定

　実施要領第４の１（４）又は
第６の６の規定に基づいて審
議が行われた場合には、そ
の結果を事業評価監視委員
会に報告するものとする。

再評価 ・津軽ダム建設事業 同上 同上 同上 同上

再評価における事業評価監視委員会への報告根拠について

評価別 対象事業

学識経験者等から構成される委員会での審議 評価結果の事業評価監視委員会への報告
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【再評価の審議結果】

委員会・懇談会名
（B/C） （開催月日）

岩木川直轄河川改修事業
再評価後

３年
433 2.9 事業継続 ○岩木川河川整備委員会

平成26年7月15日　岩木川河川整備委員会において審議
・事業の継続は妥当と判断する。
（地方公共団体の意見（青森県知事））
・平成26年6月27日付け、国東整企画第35号で依頼のありました標記について、次のとおり回答します。
・事業の継続に異存はありません。
・なお、事業の執行にあたっては、引き続き、一層のコスト縮減に努めていただきますようお願いします。

津軽ダム建設事業
再評価後

３年
1,620 2.6 事業継続 ○岩木川河川整備委員会

平成26年7月15日　岩木川河川整備委員会において審議
・事業の継続は妥当と判断する。
（地方公共団体の意見（青森県知事））
・平成26年6月27日付け、国東整企画第35号で依頼のありました標記について、次のとおり回答します。
・事業の継続に異存はありません。
・なお、事業の執行にあたっては、引き続き、一層のコスト縮減に努めていただきますようお願いします。

河川整備委員会・河川整備学識者懇談会等での審議結果一覧

事業名
該当
基準

総事業費
（億円）

費用対効果
分析

対応方針
（案）

審議の委員会・懇談会

審議結果及び意見
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【公共事業関係費】
【河川事業】
（直轄事業）

便益の内訳及び主な根拠

岩木川直轄
河川改修事業

東北地方整備局

再評価後
３年

433 1,200

【内訳】
被害防止便益
　：  1,185億円
残存価値
　：      15億円

【主な根拠】
年平均浸水軽減戸数： 8,691
戸
年平均浸水軽減面積：
1,751ha

421 2.9

○昭和33年9月洪水、昭和52年8月
   洪水において甚大な浸水被害が
   発生。

'○近年においても、平成2年9月、平
　　成14年8月、平成16年9月、平成
　　25年9月洪水により被害が発生。

○昭和52年8月洪水と同規模の洪水
   の発生を想定した場合。
・想定氾濫区域は約30,400ha、想定
　氾濫区域内戸数は約32,000戸。
・整備計画規模の洪水が発生した場
　合、弘前市をはじめ6市5町2村では
　想定死者数（避難率40%）約48人と
　想定される。

等が想定され、早期に浸水被害を軽
減する必要がある。

①事業の必要性等に関する視点
・岩木川水系における治水安全度は、未だ十分ではなく、
  近年でも、平成25年9月に発生した洪水により、被害が発
　生しており、早期の治水対策が必要である。

②事業の進歩の見込みの視点
・概ね30年間の整備として、昭和33年8月洪水、昭和52年8
  月洪と同規模の洪水が発生しても、床上浸水等の重大な
  家屋浸水被害を防止するとともに、水田等農地についても
　浸水被害の軽減に努める。
・当面の整備（今後概ね4年間）として、平成25年9月洪水に
　対し、中流部における堤防整備、河道掘削を実施する。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・河道整備では、河道掘削による発生土砂の堤防整備へ
　有効活用を図るとともに、他事業と調整しながら有効活用
　を図る。
・工法の工夫や新技術の積極的な採用等によりコスト縮減
　に努める。
・管理河川に生い茂った樹木を伐採してくれた方々へ無償
　提供を行うなど、従来は廃棄物として処分していたものを
　有効活用し、処分費等のコスト削減を図っている。
・代替立案等の可能性については、治水目標を達成するた
　め総合的に比較した結果、「津軽ダム＋河道掘削」が最も
　効率的と判断されている。

事業継続

【学識経験者等から構成される委員会】

○岩木川河川整備委員会
　
・事業の継続は妥当と判断する。

【地方公共団体の意見】

○青森県知事
 
・平成26年6月27日付け、国東整企画第35号で
依頼のありました標記について、次のとおり回答
します。
・事業の継続に異存はありません。
・なお、事業の執行にあたっては、引き続き、一
層のコスト縮減に努めていただきますようお願い
します。

当面の整備
における
B/C＝7.4

津軽ダム建設事業

東北地方整備局

再評価後
３年

1,620 4,806

【内訳】
被害防止便益
　： 3,431億円
流水の正常な機能の維持に
関する便益：1,360億円
残存価値
　：    15億円

【主な根拠】
洪水著設に係る便益
　年平均浸水軽減戸数：
3,878戸
年平均浸水軽減面積： 590ha
流水の正常な機能の維持に
関する便益
　流水の正常な機能維持に
関して津軽ダムと同じ機能を
有するダムを代替え施設と
し、代替法を用いて計上

1,854 2.6

○昭和33年9月洪水、昭和52年8月
   洪水において甚大な浸水被害が
   発生。

'○近年においても、平成2年9月、平
　　成14年8月、平成16年9月、平成
　　25年9月洪水により被害が発生。

○昭和52年8月洪水と同規模の洪水
   の発生を想定した場合。
・想定氾濫区域は約30,400ha、想定
　氾濫区域内戸数は約32,000戸。
・整備計画規模の洪水が発生した場
　合、弘前市をはじめ6市5町2村では
　想定死者数（避難率40%）約48人と
　想定される。

等が想定され、早期に浸水被害を軽
減する必要がある。

①事業の必要性等に関する視点
・津軽ダム建設事業は、岩木川水系の洪水被害の軽減、
　流水の正常な機能の維持、かんがい用水、水道用水、
　工業用水の供給及び発電を目的としている。
・津軽ダムの完成後は、概ね100年に1回程度発生する降
　雨による洪水を想定した場合、浸水面積については約
　3,400ha、浸水世帯数は約11,800世帯、床上浸水につい
　ては約9,200世帯の被害軽減効果が発揮する。

②事業の進歩の見込みの視点
・津軽ダムの建設事業は、平成25年度末の本体コンクリー
　ト打設量は、93％完了し、平成26年度には本体コンクリー
　ト打設が終了する予定である。
・また、来年度（平成27年度）に試験湛水を開始し、2年後
　の平成28年度には津軽ダム建設事業が完了する見込み
　である。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・原石山や付替道路の変更によるコスト縮減を図っている。
・「堤防引堤」「堤防嵩上げ」「低水路掘削」「遊水地」「ダム」
を総合的に比較し、現在の「ダム」案として整備を進めてい
る。

事業継続

【学識経験者等から構成される委員会】

○岩木川河川整備委員会
　
・事業の継続は妥当と判断する。

【地方公共団体の意見】

○青森県知事
 
・平成26年6月27日付け、国東整企画第35号で
依頼のありました標記について、次のとおり回答
します。
・事業の継続に異存はありません。
・なお、事業の執行にあたっては、引き続き、一
層のコスト縮減に努めていただきますようお願い
します。

再評価結果一覧

（ｃ）
費用便益分析 （ｅ）

再評価の視点
（投資効果等の事業の必要性、事業の進捗見込み、コスト縮減等）

（ｄ）
貨幣換算が困難な
効果等による評価

（ｆ）
対応方針

（案）

（ａ）
該当
基準

（ｂ）
総事業費
（億円）

（ｇ）
審議結果及び意見

（ｈ）
備考貨幣換算した便益：Ｂ（億円） 費用：Ｃ

（億円）
Ｂ／Ｃ

事業名
事業主体
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岩木川直轄河川改修事業・津軽ダム建設事業 位置図

津軽ダム建設事業

岩木川直轄河川改修事業
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 平成25年9月に発生した台風18号により、岩木川流域では9月16日4時頃から19時頃まで継続的に雨が降り続き、岩木川水系の上流
域に総雨量120mm以上の降雨がまんべんなく降った。特に、平川上流域には総雨量180mm以上の降雨が集中した。

 この降雨に伴い、岩木川直轄管理区間の全ての観測所で避難判断水位を超過し、幡龍橋観測所では観測史上第１位となる17.87m
（計画高水位を64cm上回る）を記録するとともに、計画高水位を約７時間にわたり超過するなど、大規模な出水となった。
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日時
9月17日

H25年 9月出水

最高水位 17.87m

はん濫注意水位 14.00m

水防団待機水位 13.00m

計画高水位 17.235m

はん濫危険水位 16.90m

9月18日

避難判断水位 16.10m

9月16日

H16年9月出水

最高水位 16.01m

計画高水位超過時間 7時間

S52年8月出水

最高水位 16.92m

(mm)

(m)

目屋ダム 最大時間雨量
9/16 13時 39mm 総雨量 165mm

幡龍橋観測所水位の変化状況

水防活動状況（つがる市柏地区）

最高水位順位表 単位：ｍ

年月日 時間 最高水位 年月日 時間 最高水位 年月日 時間 最高水位

上岩木
カ ミ イ ワ キ

橋
バシ

H9.5.8 11:00 43.71 S52.8.5 19:00 43.41 H25.9.16 15:00 43.40

三世寺
サ ン ゼ ジ

H25.9.16 18:30 19.43 S52.8.5 18.80 S50.8.20 18:00 18.40

幡
バン

龍橋
リュウバシ

H25.9.16 19:50 17.87 S52.8.6 6:00 16.92 S50.8.20 18:00 16.86

五所川原
ゴ シ ョ ガ ワ ラ

H33.9.19 5.34 H25.9.17 2:10 5.24 S35.8.3 16:00 5.05

S33.9.19 4:00
S52.8.6 11:00

若宮
ワカ ミヤ

S56.8.23 23:00 2.03 H25.9.17 12:30 1.92 H16.9.8 12:00 1.82

百田
モ モ タ

S50.8.20 14:00 5.24 H25.9.16 17:00 4.96 S35.8.3 10:00 4.66

観測所名

6.30 6.001:00S35.8.46.1218:00S47.7.9

第１位 第２位 第３位

繁田
シ ゲ タ

鶴田町役場

出水状況（鶴田町鶴田地区） 浸水防止対策実施状況（弘前市大川・三世寺地区）

２

岩木川における平成25年9月洪水（台風18号）の概要

ﾊﾞﾝﾘｭｳﾊﾞｼ

ツルタマチカシワ ヒロサキシオオカワ サンセイジ

堤防満杯で流下



 H25.9洪水時に浸水被害が発生した無堤部の解消、計画高水位を超過した区間については、同規模洪水が発生しても計画高水位を超
えないよう、整備計画スケジュールの前倒し、堤防整備・河道掘削を実施する。

弘前市三世寺地区（H25.9.17 撮影）

岩木川直轄河川改修事業【事業概要】

３

鶴田町鶴田地区（H25.9.17 撮影）

【H26堤防整備】鶴田町鶴田地区 平成２５年度末時点で堤防整備は約４４％、河道掘削は約２７％まで進捗。
 今後は築堤事業に並行して河道掘削事業を進めていく予定。

岩木川水系河川整備計画（大臣管理区間）整備箇所位置図



　　　　　　

前回再評価時
Ｈ２２年度末進捗状況（事業費ベース）
約 ７４７億円（約４６．１％）

※進捗率の考え方

・堤体コンクリート打設 ： コンクリート打設量

・付替道路 ： 延長
・取水放流設備 ： 事業費

・管理設備 ： 事業費

・木戸ヶ沢貯水池保全施設 ： 事業費
・水質保全施設 ： 事業費

・清水バイパス ： 延長

施工済み

未施工

約１，２４４億円
（約７６．８％）

Ｈ２５年度末進捗状況（事業費ベース）

総事業費 ： 約 １，６２０億円

工
事
用
道
路

貯
水
池
関
連
工
事

管理開始

仮設備

転流工 基礎掘削

１次転流 平成21年3月
２次転流 平成23年3月
３次転流 平成24年3月

ダ ム 建 設 工 事 の 流 れ と 進 捗 状 況

基 礎 掘 削
平成21年4月

～平成23年5月

堤体ｺﾝｸﾘｰﾄ打設
平成22年5月

～平成26年8月

付 替 県 道
平成14年11月着手

付 替 村 林 道
平成22年7月着手

試

験

湛

水

約96%

付

替
道
路
工

堤体コンクリート打設 約93%

取水放流設備

木戸ヶ沢貯水池保全施設

水質保全施設

清水バイパス

約69%

約22%

約77%

約59%

約57%

管 理 設 備

原石 山

＜事業の進捗状況＞
現在、平成28年度完成に向けて、本体工事・付替道路・水

質保全施設等の工事を実施しています。

現在の状況（H25.9撮影）

＜事業の進捗の見込み＞
平成26年度には本体コンクリート打設が終了する予定です。

また、付替県道においても平成26年度に供用する予定として
います。来年度（平成27年度）に試験湛水を開始し、2年後の
平成28年度には津軽ダム建設事業が完了する見込みです。

ダム左岸部状況（平成26年5月）

津軽ダム建設事業【事業概要】

４




